
 

 

 

 

 

 

ロータリー特別月間   今月：基本的教育と識字率向上  来月： 経済と地域社会の発展 
 

９月７日例会（ハイブリット開催） 

『 クラブ協議会 公式訪問に備えて 』   
 
 

歓迎 大野治夫ガバナー（つくば学園 RC） 
  9月 28日（水）は 公式訪問 

   会場は、総合福祉センター研修室 

        全員参加で 取り組みましょう 

  
 新秋 9 月を迎え、本日は来る、28 日の公式訪問に

備えるクラブ協議会を行った。 

 大河原浩会長が陣頭指揮で、公式訪問の予定と内容

を説明した。以下はその具体的な内容である。 

 会員の皆さんにおかれては、万障繰り合わせて、出

席していただき、全員で、大野治夫ガバナーをお迎え

し、公式訪問に取り組んでいただきたいと、大河原会

長が力説したところである。 

 

公式訪問で来訪する地区関係者 

 地区ガバナー  大野治夫 様（つくば学園） 

 ガバナー補佐  笹島弥一 様（日立中央） 

 地区副幹事   飯泉智弥 様（つくば学園） 

 地区委員    今川武彦 様（同上   ） 

 補佐セクラタリー佐藤利和 様（日立中央） 

 

主なスケジュール 

 10：40  福祉センター到着 

      クラブ役員等で出迎え 

 11：00  会長、幹事等 事前協議会 

 12：00  ガバナー例会場入場 

      歓迎 拍手で迎える。 

 12：00～12：30 例会場で昼食 

 12：30  例会開会 点鐘 

      プログラムはガバナー卓話 

 

 

 
 

13：30 点鐘 例会閉会  

 

13：40 記念撮影 

 

14：00 クラブ協議会 開会 

    各委員会委員長が出席、方針説明 

    会議に参加できる会員は、傍聴大歓迎 

15：00～15：15 休憩 

16：00 協議会終了 

    ガバナーをかこんでの懇親会は中止です。 

 

会員の皆さんは 11；50 までに来場してください。 

RC ジャケット、ネクタイ着用、バッジもお忘れなく。 

例会には、本年度の現況報告と昨年までの手続き要覧を

ご持参ください。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

月  日 プ ロ グ ラ ム 担  当  ９ 月 ７ 日 出席報告 

９月 14 日 ボーイスカウトについて 青少年奉仕委員会 会員数 出席者 欠席者 

９月 21 日 ガバナー補佐事前訪問 会長・幹事 ２５ １４ １１ 

９月 28 日 ガバナー公式訪問 会長・幹事 出 席 率 ： １００％ 

⒑月５ 日 米山奨学生卓話 米山奨学会委員会 前々週訂正 ： １００％ 
 
事 務 所 ： 〒318‐0033 高萩市本町 2‐65 

                      常陽銀行高萩支店内 
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■E-Mail  ： takahagi-rotaryclub@h7.dion.ne.jp  

公共イメージ向上委員会： 石平光、 小森勇一、大髙司郎 

石君平、田所和雄、今川隆、平野浩司、滝徳宗 
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祝 6年連続 ロータリー賞 受賞 

国際ロータリー会長より世界のクラブに授与される

最も重要な表彰である、「ロータリー賞」が当クラブに。 

 
 受賞は、昨年度シェカール・メータ会長が設定した

25 目標のうち 13 目標以上を達成したクラブに贈られ

る賞で、高萩 RC は、沼田操年度以来、6 年連続の受賞

となった。 

 昨年度は、内外ともに多くの困難と課題山積の 1 年

でしたが、会員各位の絶大なご協力により、何とか達

成できました。ともに喜びたいところです。 

上の写真は、鈴木直登会長（右）が現会長より賞状

を伝達されたところ。 

なお当地区では、全 55 クラブが受賞し、受賞率は、

100％で、昨年度に続き 2 年連続。実は 2019－20 年度

は 100％に届かなかったが、日本全体の 34 地区のなか

で第 1 位の成績であった。3 年連続で日本の地区のな

かで第 1 位の成績を達成した次第である。 

このような地区の偉業は、当クラブの大髙司郎 地

区クラブ奉仕総括委員長の 3 年間のリーダーシップと

熱意、尽力によるところも大きく、ともに喜び、前向

きに評価し今後の活動の教訓としたい。 

 

本日のお客様 米山奨学生 エンジーさん 

 

 米山記念奨学会奨学生のエンジーさんは、8 月は北

茨城ロータリークラブに参加、準世話クラブの皆さん

にご挨拶したところである。 

 毎月、第 1 例会に奨学金を授与し、学業奨励をして

いる。来る 10 月の第１例会では卓話を予定しており 

楽しみにしている次第である。 

 

 滝 徳宗 職業奉仕委員長 

  「四つのテスト」をどう理解するか報告 

 職業奉仕委員会は、１９３４年国際ロータリーにお

いて採択された、重要な倫理についての声明、これは

当委員会の基本理念であることから、滝委員長が、ど

う理解するか、本日の例会で短い報告を行った。 

 

 上の写真は、ハイブリッド例会で送信される画面。 

右下端が説明する滝委員長。 

 スクリーンには、 

Reconsideration about four-way test  

と英語で示されている。四つのテストについての再審

議という感じの表現。 

滝委員長は、日本語の標準訳文（現況報告書中表紙

に記載）の声明文を読んだだけでは、意味が十分に理

解できないのではないかという。 

そこで、原文に戻り、制作された時点の状況を勘案

して考察したいという。これは、もともと、事業の再

建にかかわって示された方針であるという。 

「みんなに公平か」の第 2 項は、fair という言葉

は意味が広くて、「公平」という漢語から理解しようと

すると、どうも難しいところである。「みんなに」のと

ころの原文は、all concerned  となっていて、意味

は「そのことに関係しているすべての人、関係者、当

事者」という感じで、具体性があるという。 

 

短い時間で、レベルの高い、内容の濃い報告で後日

再研修のプログラムを期待したいところである。 



 

  

 

皆様こんにちは。先週の土曜日ですが、ホテル

天地閣にて第 1 分区の会長幹事会が開かれました。 

 議題がいくつかありまして、まず 

海岸美化プロジェクトの件ですが、今年度も継続

する方向で進んでいます。日程はまだ未定で、今

後決めていく事になります。また場所に関しては、

ごみの少ない海岸より、久慈川の河口はどうだろ

うか？という話が出ていましたので、もしかした

ら、今年度は河口になるかもしれませんが、追っ

て報告させていただきます。 

 

続いて、第一分区ゴルフ大会の件ですが、10 月

1 日日立ゴルフにて開催となっています。 

詳しくは、鈴木さんより後ほど案内があります。 

次に、ラッピングバスの件ですが、 

こちらはロータリー宣伝のために、ラッピングし

たバスを日立市内から高萩市まで走らせる計画な

のですが、初期費用が 90 万円ほどかかること、

北茨城市内はバスが回らないこともあり、意見が

まとまらず、見直しとなりました。 

 

つづいて、プロバスケットチームの茨城ロボッ

ツの首脳陣の方がお見えになっていまして、この

方は水戸ＲＣの会員さんでもありまして、茨城ロ

ボッツの応援を是非お願いしますとのことでした。 

というのも、日本のプロバスケットリーグはＢリ

ーグと呼ばれていて、Ｂ１、Ｂ２の 2 部制を採用

しているのですが、2026 年から、Ｂ１、Ｂ２の競

技成績による入れ替えを廃止して、 

チームの事業規模による基準を設け、それを満た

したチームで新たなＢ１リーグを作ることになっ

たそうです。 

そして、その基準が 

「収容人数 5000 人以上で、スイートルーム設置

や試合日設置などの基準を満たすホームアリー

ナ」を備えている事 

「売り上げは 12 億円以上（バスケ関連事業で 9

億 6000 万円以上）」である事 

「1 試合あたりの平均入場者数は 4000 人以上」な

ど、クラブの事業力が問われる基準が設定された

そうです。現在、茨城ロボッツは B1 に所属して

いるのですが、1 試合あたり 4000 人のハードルが

中々高いようです。クリアできなければ B2 に降

格ということで、まずは沢山の人に茨城ロボッツ

を知ってもらい、ファンを獲得したいとのことで

色々と宣伝に力を入れているところだそうです。 

そして、10 月 15、16 日に、日立さくらアリー

ナで公式の試合があるので、まずはこの試合を観

客で一杯にしたいということでした。ロータリー

会員向けに特別にブースを用意するとのことで、

会長幹事会の中では、各クラブ持ち帰って、皆で

応援しようという話になっています。 

チラシを回覧しますので、そちらもご覧になっ

ていただきまして、髙萩ＲＣとしましても、 

何名か応援に行けたらと思いますので、興味がご

ざいましたら、名前を記入いただけたらと思いま

す。よろしくお願いします。 

会長幹事会の報告は以上です 

 

続いて、ボーイスカウト関連ですが、 

今週、ライオンズクラブ、JC へ発起人会の立ち上

げ協力の手紙を出すことになります。 

発起人会を立ち上げた後は、育成会の結成と進み

まして、まずはボーイスカウトの団を運営する上

での資金的な部分をクリアすることになります。 

同時並行で、実際にボーイスカウトの団を引率

する団長、そして主役の子供達を募集するにあた

り、茨城ボーイスカウト連盟の第一地区の皆様で、

「高萩ワクワク自然体験」を主催していただく事

になっております。前回行われた会議の議事録を

回覧いたしますので、こちらもご覧になってくだ

さい。時間があれば今日の例会の中でも取り上げ

たいのですが、 

このわくわく教室は、10 月 9 日（日）に髙萩スカ

ウトフィールドにて実施されるわけですが、準備

には多くの人手、備品、時間が必要になっており

ます。全てボーイスカウトさんへ丸投げとはいき

ませんので、我がクラブからも何名かお手伝いや

体温計、消毒アルコールなどの備品の援助を考え

ています。 

そしてできれば、当日に多くの会員で参加でき

たらと思っていますので、 

ご協力お願いいたします。 

 

本日の会長の時間は 以上です、 

 

 

会 長 の 時 間 

感間 

 



【幹事報告】 

1． 9 月のレート 139 円 

2. 青森・山形大雨災害支援金について  

3. 米山日本文化体験研修に伴う交通費支給

についてのお願い 

4. 長期交換派遣学生の募集の期限延期につ

いて  

5. 基本的教育と識字率向上月間リソースの

ご案内 

6. ロータリー文庫より決算報告書が届く 

7. 環境保全フォトコンテストのご案内 

   

 【お客様】 

米山奨学生  

エンジリスタ・アナック・ノルマン様 

 

例会が始まる前に、近状に所要があったとのこと

で、例会場に、棚谷稔さんが立ち寄られました。 

大変お元気そうで、しばらく歓談をいたしました。 

 

【ニコニコ BOX】 

棚谷稔さん：しばらくぶりに、例会場によってみ

ました。 

滝徳宗さん：今月で入会 3 年になります。今後と

もよろしくお願いします。 

大髙司郎さん：古希の祝いに家族全員集合、県民

割を利用しました。東京を除く関東ブロックと福

島県が対象です。 

石君平さん：例会前に棚谷稔元会員が来られまし

た。お元気です。  

小森勇一さん：ロータリー賞おめでとうございま

す。７年連続です。感謝、感謝です。  

小谷松政紀さん：あいにくの雨です。気分がめい

ります。 

鈴木啓志さん：ロータリー賞受賞、誠におめでと

うございます。 

鈴木直登さん：1947 年、戦後団塊の世代 1 期生。

あれから 75 年になります。  

田所和雄さん：誕生月の皆様、おめでとうござい

ます。 

鈴木国男さん、江尻寛さん、大河原浩さん 

、今川隆さん、菱川健司さん、平野浩司さん 

 

本日計   ６４，０００円 

 累計 ２７０，０００円 

 

 

【ロータリー財団】 

本日計  ２２，８５０円 

累計  ３８３，６７０円 

 

【ポリオプラス】 

本日計    ４，１７０円 

累計    ５８，６６０円 

 

【米山記念奨学会】 

本日計  ２０，０００円   

累計  １９８，０００円 

 

 

【誕生月の方】 ☆Happy Birthday☆ 

９/１８   久保田 滋さん 

９/１９   鈴木 直登さん 

９/１９   大河原 浩さん 

９/２４   滝  徳宗さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  高萩市秋山 花貫川右岸 承殿神社の森 

  下中央の洞穴は用水を通す手堀のトンネル 


